
各校バドミントン顧問の先生方 

 

大阪高体連バドミントン専門部 

         

大会参加への諸注意(必ず生徒へ連絡してください) 
 

・大会に出場する選手は必ず、当日に健康状態確認シートの提出を各会場で行ってください。入り口

の受付で確認・回収します。選手だけでなく、審判要員で付き添いの生徒の記載もお願いします。(高

体連バドミントン HP 上からダウンロード可) シートを忘れた場合は、検温と健康状態確認シートの

記載をその場で行っていただきます。 

・会場やフロアの入退場でのアルコール消毒のご協力をお願いします。 

・原則、無観客試合になります。顧問と外部コーチ、選手と審判要員の生徒以外は入場できません。応

援生徒と保護者は入場できません。ご協力お願いします。 

・健康チェック表については、学校保管となります。各学校では学校で使用している「健康観察表」での

記録を代用しても構いません。(高体連バドミントン HP 上からダウンロード可)健康チェック表は、

感染者が発生した際に提出するためのものです。 

・出場選手は試合開始時間の 40 分から１時間前に会場に来るようにしてください。会場内の密を避ける

ためにご協力ください。 

・出場生徒や付き添い生徒に新型コロナウイルスの感染が発覚した場合には、必ず南高校伊藤まで連絡

をお願いします。  

・出場選手や付き添い生徒の体調が悪いと感じた場合は、大会会場には来ないように指導をお願いしま

す。生徒だけでなく、顧問の先生も同様です。試合は土曜日と日曜日に開催されます。顧問の先生は、

出場生徒と必ず連絡が取れる状態にしていただくようにはお願いします。  

・高校から新型コロナウイルスの感染者がでた場合の休校処置については、試合直近の大阪府教育委員

会のガイドラインの指示に従います。現時点では、試合時に休校の場合は、選手は棄権となります。コ

ロナでの休校になった場合は南高校の伊藤まで連絡をお願いします。 

・すべての会場では、プレー中の試合以外は館内での必ずマスクの着用をお願いします。マスクを外

して休憩する際には、会場の外へ移動をお願いします。 

＊外している場合は当該生徒に声かけをさせていただきます。 

・学校の施設内や館内での食事はできません。エネルギー補給については、ゼリーなどの機能性食品と

強く推奨します。 

＊感染については、室内での会話しながらの飲食は新型コロナウイルス感染の最もリスクの高い
場面と言われています。館内や校内での食事はご遠慮ください。 

・学校会場については、公共交通機関をお使いください。 

・選手以外の部員、保護者の来場も控えていただくようにお願いします。  

・顧問の先生の付き添いについては、可能な限り各会場への付き添いをお願いします。ただし、無理な場

合については、出場生徒と連絡が取れるようにお願いします。 

・会場で運営に少しでもお手伝いが可能な先生は、本部にお声かけをお願いします。消毒作業や受付など

普段の大会より人手が必要になります。ご協力のほどよろしくお願いいたします。 



試合のプレーに関する諸注意 
 

前回の夏の大会では、今年度は顧問会議が行われていないこと、初めての試合が夏の大会だったこ

ともあり、いくつかの競技規則に関わる違反事項などが目立ちました。冬の大会については、次の

ことを注意していただき、間違いのないようにお願いします。棄権となる場合もあります。ご注意

ください。 

 

・試合に出場する場合は、（公財）日本バドミントン協会の審査合格品のみの製品が使用可能です。次

の製品は使用することができません。また、ユニフォームには背面に学校名などの表示が必要です。 

BIRDの P30 を熟読しておいてください。 

 例）合格品でないユニフォーム（ユニクロのポロシャツなど） 

   合格品でないアンダーウェアー（アンダーアーマーのコンプレッションウェアーやタイツ） 

   普通の長袖の下着や Tシャツ（ユニクロのヒートテックシャツやヨネックスの Tシャツなど） 

   学校で使用する体操服や体育館シューズ 

 サーブの前の意識的で大きな声出しはやめるようにしてください。特に、対戦相手に向かっての声出

しは飛沫感染の防止の見地からも禁止します。 

あまりにもひどい場合は本部から注意させていただきます。 

・BIRDの P32〜40 の競技規則をよく読んでいただき、選手には審判用紙の記入など基本的なことができ

るように事前に学校での指導をお願いします。 

・シングルス、ダブルスどちらについて、夏の大会においてサーブ位置が非常に高い選手が目立ちまし

た。規則上は次のようになっております。あまりにも高いと判断した生徒については、本部から声かけ

をさせていただきます。 

（６）サーバーのラケットで打たれる瞬間に、シャトル全体が必ず コート面から 1.15ｍ以下でなけれ

ばならない。 

バドミントン競技規則で検索をしていただくと、バドミントンのルールをわかり易く説明してくれてい

るサイトがいくつかあります。大会までに見ておくことをお勧めします。 

 


